
巨 大 カ ル デ ラ の 中 に 人 々 が 暮 ら す 世 界 で も 珍 し い 阿 蘇 に は 、 太 古 よ り 火 山

が 信 仰 の 対 象 と な り 神 話 や 伝 説 が 数 多 く 残 り ま す 。 今 も な お 人 々 の 想 い に

よ っ て 脈 々 と 受 継 が れ る 伝 統 と 文 化 。 大 切 に 守 ら れ て き た 歴 史 の 足 跡 。 悠

久 の 時 に 思 い を 馳 せ る 旅 も 、 ま た 格 別 で す 。

国 造 神 社 ＞ ＞ ＞

農 業 ・ 五 穀 豊 穣 の 神 様 と し て 信 仰 さ れ る 。 一 部 が

祀 ら れ た 幹 周 り 約 1 2 m の 「 手 野 の ス ギ 」 は 圧 巻 。

阿 蘇 市 一 の 宮 町 手 野 2 1 1 0

中 江 岩 戸 神 楽 ＞ ＞ ＞

約 2 6 0 年 前 か ら 受 継 が れ 、 中 江 神 楽

殿 で 行 わ れ る 定 期 公 演 は 無 料 で 鑑

賞 で き る 。（ 国 選 択 無 形 民 俗 文 化 財 ）

定 期 公 演

4 月 か ら 1 1 月 （ 1 0 月 を 除 く ）

第 １ 日 曜 日 1 3 時 ～

阿 蘇 市 波 野 大 字 中 江 2 6 0 6 - 1

火  振 り 神  事 ＞ ＞ ＞

五 穀 豊 穣 を 祈 る 田 作 祭 で 火 を つ け た 茅 束 を 振 り 回 し 神 の 結 婚 を 祝 う 儀

式 。 幾 重 に も で き る 火 の 輪 が 美 し く 幻 想 的 。（ 国 指 定 無 形 民 俗 文 化 財 ）

3 月 第 1 卯 の 日 か ら 亥 の 日 の 間 の 申 の 日 　 　 阿 蘇 神 社

二 重 峠 の 石 畳 ＞ ＞ ＞

加 藤 清 正 公 に よ り 整 備 さ れ た 豊 後 街 道 の 一

部 。 国 内 最 長 ク ラ ス の 石 畳 と 絶 景 が 望 め る ！

（ 国 指 定 史 跡 ） 阿 蘇 市 車 帰

的 石 御 茶 屋 跡 ＞ ＞ ＞

参 勤 交 代 の 一 行 が 休 憩 し た 場 所 。 名 水 百 選

の 湧 水 や 紅 葉 が 美 し い 見 事 な 庭 園 は 必 見 。

阿 蘇 市 的 石

御  田  祭 ＞ ＞ ＞

阿 蘇 神 社 の 神 々 を 神 輿 に 乗 せ 、

白 装 束 の 女 性 を 含 む 総 勢 2 0 0 名

も の 行 列 が 青 田 を 練 り 歩 く 。（ 国

指 定 無 形 民 俗 文 化 財 ）

7 月 2 6 日 　 国 造 神 社

7 月 2 8 日 　 阿 蘇 神 社

水  基  巡 り ＞ ＞ ＞

こ ん こ ん と 湧 き 出 る 豊  か な 水  の  恵 み 。 参  道  近 く

の 仲 町 通 り に は 多 数 の 水 基 （ 水 飲 み 場 ） が あ

り ネ ー ミ ン グ も 特 徴 的 ！ グ ル メ や お 土 産 を 楽

し み に ぶ ら り と 巡 り た い 。

阿 蘇 神 社 横 、 一 の 宮 門 前 商 店 街 内

阿 蘇 神 社 ＞ ＞ ＞

阿 蘇 を 開 拓 し た 健 磐 龍 命 を は じ め 家 族 神 1 2 神 を 祀 り 、2 0 0 0 年 以 上

の 歴 史 を 有 す る 古 社 。 全 国 約 5 0 0 社 あ る 阿 蘇 神 社 の 総 本 社 。 平 成 2 8

年 熊 本 地 震 に よ り 甚 大 な 被 害 を 受 け 現 在 も 復 旧 工 事 を 進 め て い る 。

（ 国 指 定 重 要 文 化 財 ・ 日 本 三 大 楼 門 ）

阿 蘇 市 一 の 宮 町 宮 地 3 0 8 3 - 1

震 災 直 後 の 写 真
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